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1. はじめに 

防災研究所地震予知研究センター(以下、センター)で行っている業務について紹介

する。地震観測には、種々の観測手段があるが、主に微小地震観測（以下、地震観

測）の紹介とする。地震観測は、M3 未満の地震を対象としており地殻構造の解明や地

震現象の発生メカニズムなどを研究テーマとしている。観測点としては人が感じられ

ないほど小さな地震をもターゲットにしているので生活ノイズのない場所を極力選定

しなければならない。また、計測は継続的に行われている定常地震観測と一定期間臨

時に行う臨時地震観測がある。臨時地震観測の期間は、数か月間から 5年間行うこと

があり、研究領域に、多くの地震観測点を設置する。 

阪神・淡路大震災以降、防災科学技術研究所の高感度地震観測網によって全国に観

測点が約 1,000 点設置された。また、他の防災関係の機関（大学を含む）などでも地

震観測点を定常的に維持しており、関係機関内でデータの相互利用を行っている。 

これらの観測を支える業務として公用車の管理、観測点の維持管理、データの管理

とデータの保管、データ処理、そして機器・システムの開発を行っている。観測の領

域は国内だけでなく海外でも行っており、現地研究者等とコンタクトを取りながら観

測を行っている。 

 

2. 地震観測 

センターで定常的に行っている地震観

測点は、Figure 1 のとおり全部で 42 点

ある。東は富山県から西は宮崎県にいた

る。観測所技術職員の定年により、2015

年 10 月現在宮崎観測所を除き、宇治から

すべての点のメンテナンスを行ってい

る。 

 データは、リアルタイムで各観測点か

ら宇治まで送信されている。約 10 年前ま

で NTT の専用回線や衛星通信を使って送

受信を行っていたが、ネット回線のイン

フラが整備されることで NTT のフレッツ

サービスを使って VPN でデータの送受信

を行っている。そのときの変換業務については、第 31 回総合研修のときに講義を行っ

た。 

Figure 1 観測点 



観測システムを Figure 2 に示す。各観測点には、地震計、ルーター、ロガー、電源制

御装置と UPS が設置されている。電源制御装置は、機器が操作不能になったときに強

制的に電源を切断・複電するものである。 

 

 

 毎日宇治の受信システムで地震のデータが届いているかどうかの確認とデータが良

好であるかどうかの確認を行っている。問題があったときは、その観測点へ公用車で

向かう。一番遠い宿毛(高知県)に行くには約 6時間かかる。途中で高速がなくなるか

らであるが、高速道路は整備中でもう何年かすれば現地まで届くことが期待されてい

る。データは気象庁とも相互利用しているのでデータの欠測があれば、直ちに気象庁

から連絡がある。機器の交換に伴うパラメータ変更なども、関係者に連絡を行う義務

がある。 

 観測点は、上述のとおり生活ノイズの少な

い場所にあるので、定期的なメンテナンスが

必要である。夏になると蔦や草木が生い茂

り、時刻取得のための GPS アンテナに絡みつ

いたり隠したりするので伐採を行う。冬にな

ると積雪の影響で設備が損壊しないように補

強等を行う。しかしながら、人員数の削減に

よりデータが正常に受信できている間は、メ

ンテナンスを行わない。そのような点で問題

が起こったときは、ジャングルと化した道を

整備しながら進まなくてはならない(Figure 3)。  

 

3. データ処理とサーバー管理 

地震のデータは相互利用しているので全国で約 5000 チャンネルほどのデータがあ

る。これは、WIN フォーマット（地震波形検測支援プログラムに利用されるファイル

のフォーマット）と呼ばれる 1 分間のファイルとして保管されているが、1 つのファ

イル容量が約 38MB ある。 

これらのデータを受信・保管し、研究を行うため宇治には約 100 台のサーバーとそ

れに付属するストレージが稼動している(Figure 4)。サーバーに一杯になったデータ

Figure 2 観測システム(左がロガー、右が地震計) 

Figure 3 観測点への道 



は、外付け 3TB のハードディスクに約 1ヵ月半間のデータとして保管している。デー

タは従来いろいろなメディアで保管されてきた。ここ 20 年前では、Exabyte(8mm ビデ

オテープ)と DAT が使われてきて、約 10 年前から HDD が主体となった(Figure 5)。

Exabyte や DAT はテープなので劣化が進むと、磁性体が酸化して再生できなくなる。 

 

また、再生用の機械システムも販売停止となるので、その前にデータを新しいメディ

アに移し変える作業がある。Exabyte で記録されたテープはすでに酸化が進んでお

り、半分程度のデータが再生できなかった。HDD も長期間電源を通さずに保管してお

くと故障の原因となることが言われており、新しいメディアへの転換が望まれるが、

時間と手間のかかる作業だけに人員数が少ない現状では難しい問題である。最近テー

プの劣化の原因であった酸化が抑えられる素材の開発が進み、新しいシステム（LTO）

が販売されだしたので、事前テストを行った。この機械が導入されれば、現状よりビ

ット単価が安く、またサイズも小さく保管性も優れているので効率が上がることが期

待できる。 

 

4. 種々の観測 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近では、海域の地震観測のため長期間船に乗ったり、静的な地殻変動を捕らえる

ために GPS を使った観測を定常的に行う観測を行ったりしている(Figure 6)。海底地

震観測では、長期間の船上生活をすることになる。船酔いと天候との戦いで業務以前

に体調管理が必要となってくる。GPS 地殻変動観測では、設置面に対し仰角 10 度以上

に障害物があると正確な観測が期待できないので、高層建築物の屋上での設置作業と

Figure 4 サーバールーム 

Figure 6 海底地震観測(左）と GPS 地殻変動観測(右） 

Figure 5 データの保管 



なる。必然的に高所作業になるので安全面での注意が必要となってくる。 

 

5. 機器・システム開発 

 センターでは、新しいことにチャレンジするために日々技術革新が求められる。計

測器の開発に従事することが出来たり、業務を簡便化するためのシステムを構築する

必要に迫られたりすることがある。前者では特許を取得する機会があり、後者では、

業務の進捗が効率的になるので、日々の仕事に余裕が出てくる。 

 Figure 7 は地震計(速度センサ)の開発を行ったときのもの

である。企業とタイアップし特許を取得することが出来た。こ

のセンサーは小型・高感度および低価格が特徴で多くの地震観

測点を設置するときに非常に有効である。この地震計を使った

観測は飯尾教授が進めておられる“満点計画”で実際に行われ

ており、国内・海外で実績を収めている。さらに、この満点計

画で行っている観測点のデータは、半期に 4TB を超える量とな

る。このデータを普通に処理していたのでは、次の観測への準

備が出来ないので、サーバー上でスクリプトを使って、データ

処理の支援ツールを作る業務も行ってきた。 

 また、断層破砕帯付近からボーリングし

て採取した岩石コアの外形の経時変化を、

レーザー光線を使って測定する装置

（Figure 8）の開発も行った。これは、当

時台湾で巨大地震が起こった後のサイトに

持っていって実際に計測を行ってきた。残

念ながらこの開発では特許は取得できなか

った。 

 

 

6. 最後に 

 センターは、多くの教員が日夜地震の研究を進めておられる。最近では 3.11 東北地

方太平洋沖地震のときも、東大をはじめ、地震の研究を行っている他大学と連携し、

緊急出動をして臨時地震観測を進めてきた。センターも秋田県の領域を担当し、年に

2 回メンテナンスを行い、データを基幹大学に送っている。ニュージーランドでは、

カンタベリー地震によりクライストチャーチの大聖堂が崩れるなど、市中心部に入る

ことが出来なかったことを目にし、余震観測のモチベーションが沸きあがってきたの

を感じた。 

被災直後の現地を訪れることによって悲しみを感じるが、この防災業務を通して、

人命救済活動になることが期待できるのは、職務として大いに誇れるものだと思う。 

Figure 7 特許証

Figure 8 応力測定装置 


